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77巻８号

イラストレーション／松本奈央

77巻８7

血液事業のトピックス
身近な献血から iPS細胞の活用まで
東京オリンピックを半年後に控えた 1964 年 3 月のライシャワー事件を
契機として，売血制度を背景とした輸血後肝炎が社会問題となりました．
「黄色い血」追放キャンペーンが盛んとなり，同年 8 月には，売血をやめ
てすべての輸血用血液を献血によって確保する体制を確立することが閣議
決定されました．8 月 21 日は，この決定日を記念して「献血の日」と定
められています．
売血から献血制度への舵きりの理由となった輸血後肝炎は，その後に肝
がんの主要原因と位置づけられ，今でも公衆衛生上の大きな課題となって
います．ウイルス性肝炎以外にも，HIV 感染や牛海綿状脳症(BSE)など
との関連で血液事業の安全性の確保が求められ，献血時の問診の見直しや
検査体制の整備が図られました．その結果，わが国で供給される血液製剤
は世界的に最も安全なものとなっています．さらに最近は，献血に依存し
ない方法として，iPS 細胞を活用した血液製剤(iPS 細胞由来血小板など)
の開発と臨床応用に期待が寄せられています．
その一方で，人口減少と少子高齢化が同時に進むなかで献血人口の減少
が懸念されるほか，若者の献血離れなどが最近の課題となっているため，
保健所や市町村でも各種ボランティアや地域組織などと連携して献血推進
の啓発活動が行われています．
このように血液事業は，保健所や市町村の保健衛生担当者にとって身近
な業務ですので，本号では血液事業に関する最近の課題や研究成果などを
幅広く取り上げ，各分野の専門家から公衆衛生従事者向けの詳しい解説や
提言をいただきました．
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